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建
設
経
済
研
究
所
と
経
済
調
査

会
は
４
月
13
日
、
「
建
設
経
済
モ

デ
ル
に
よ
る
建
設
投
資
見
通
し
」

（
２
０
２
６
年
４
月
）
を
公
表
し

た
。
住
宅
分
野
に
つ
い
て
は
、
２

０
２
５
年
度
を
「
省
エ
ネ
基
準
適

合
義
務
化
に
伴
う
反
動
減
」
、
２

０
２
６
年
度
を
「
反
動
解
消
に
よ

る
持
ち
直
し
」
と
整
理
。
な
お
、

今
回
の
予
測
値
に
は
中
東
情
勢
な

ど
の
地
政
学
リ
ス
ク
は
織
り
込
ん

で
い
な
い
。

２
０
２
５
年
度
の
新
設
住
宅
着

工
戸
数
は
72
・
２
万
戸
と
前
年
度

比
11
・
５
％
減
の
大
幅
減
少
と
予

測
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
２
０
２

４
年
度
の
省
エ
ネ
基
準
適
合
義
務

化
前
に
生
じ
た
駆
け
込
み
需
要
の

反
動
減
を
主
因
に
挙
げ
る
。

一
方
、
民
間
住
宅
投
資
額
の
名

目
値
は
16
兆
１
６
０
０
億
円
と
、

前
年
度
比
０
・
１
％
減
に
と
ど
ま

り
、
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
す
る
と

し
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
住
宅
建

設
の
活
発
化
を
示
す
も
の
で
は
な

く
、
建
築
資
材
価
格
や
労
務
費
の

上
昇
が
建
築
単
価
を
押
し
上
げ
、

数
量
減
を
補
っ
て
い
る
側
面
が
大

米
材
協
議
会
名
古
屋
支
部

は
４
月
16
日
例
会
を
開
き
、

需
給
や
市
況
の
動
向
な
ど
を

協
議
し
た
。
米
松
を
は
じ
め

値
上
げ
ム
ー
ド
が
高
ま
る
な

か
、
中
東
情
勢
の
影
響
に
よ

る
接
着
剤
の
不
足
を
受
け
て

集
成
材
や
合
板
に
仮
需
が
発

生
。
受
注
停
止
の
措
置
を
取

っ
た
ア
イ
テ
ム
も
あ
り
、
需

給
の
混
乱
と
先
行
き
の
不
透

明
感
が
増
し
て
い
る
。

米
松
平
角
は
国
内
挽
き
大

手
の
再
値
上
げ
を
受
け
て
前

月
比
５
０
０
０
円
高
の
評
定

と
な
っ
た
が
、
同
Ｋ
Ｄ
根
太

・
タ
ル
キ
は
需
要
が
伸
び
ず

弱
含
み
保
合
と
な
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｐ
Ｆ
２
×
４
材
も
前
月
の

値
下
げ
か
ら
ム
ー
ド
は
変
わ

ら
ず
、
価
格
は
横
ば
い
と
な

っ
た
。

欧
州
材
の
Ｗ
ウ
ッ
ド
集
成

と
い
っ
た
懸
念
材
料
は
残
る
も
の

の
、
省
エ
ネ
基
準
適
合
義
務
化
に

伴
う
反
動
減
が
一
巡
す
る
と
見
込

む
。
ま
た
、
持
ち
直
し
を
下
支
え

す
る
要
因
と
し
て
住
宅
ロ
ー
ン
減

税
の
延
長
や
、
み
ら
い
エ
コ
住
宅

２
０
２
６
事
業
の
実
施
に
言
及
。

た
だ
し
、
着
工
水
準
は
２
０
２
３

年
度
や
２
０
２
４
年
度
の
水
準
ま

で
回
復
す
る
わ
け
で
は
な
い
と
し

た
。物

価
高
騰
が
続
く
前
提
の
下
、

民
間
住
宅
投
資
額
は
名
目
値
で
17

兆
１
４
０
０
億
円
と
な
り
、
前
年

度
比
６
・
１
％
増
と
す
る
。
実
質

値
も
12
兆
９
１
２
７
億
円
と
４
・

１
％
増
加
し
、
名
目
・
実
質
と
も

に
プ
ラ
ス
成
長
に
転
じ
る
と
し
た
。

用
途
別
で
は
、
貸
家
が
35
・
１

万
戸
で
11
・
５
％
増
と
回
復
が
目

立
つ
一
方
、
持
家
は
20
・
５
万
戸

で
３
・
９
％
増
と
緩
や
か
な
改
善

に
と
ど
ま
る
と
予
測
。
分
譲
住
宅

も
21
・
４
万
戸
で
５
・
０
％
増
を

見
込
む
が
、
首
都
圏
を
中
心
と
し

た
新
築
マ
ン
シ
ョ
ン
価
格
の
高
止

ま
り
に
よ
る
中
古
住
宅
へ
の
需
要

シ
フ
ト
な
ど
、
構
造
的
要
因
が
成

長
を
抑
制
す
る
と
み
て
い
る
。

今
回
の
見
通
し
で
、
新
築
住
宅

市
場
と
対
照
的
な
動
き
を
示
し
た

の
が
建
築
補
修
（
改
装
・
改
修
）

分
野
だ
。
２
０
２
５
年
度
の
建
築

補
修
投
資
は
17
兆
３
４
０
０
億
円

と
、
前
年
度
比
12
・
９
％
の
高
い

伸
び
を
記
録
す
る
と
し
た
。

同
見
通
し
で
は
、
建
て
替
え
か

ら
大
型
リ
フ
ォ
ー
ム
や
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
へ
の
シ
フ
ト
を
背
景
に
、

住
宅
分
野
で
も
今
後
堅
調
な
投
資

が
期
待
で
き
る
と
指
摘
。
新
築
住

宅
が
数
量
面
で
伸
び
悩
む
一
方
、

既
存
住
宅
ス
ト
ッ
ク
の
更
新
需
要

が
市
場
の
下
支
え
役
を
担
う
傾
向

が
見
て
取
れ
る
形
と
な
っ
て
い
る
。

き
い
。
実
際
、
物
価
変
動
の
影
響
を

除
い
た
実
質
値
で
は
前
年
度
比
２
・

１
％
減
と
し
て
お
り
、
住
宅
建
設
活

動
そ
の
も
の
は
な
お
弱
含
ん
で
い
る
。

着
工
戸
数
を
用
途
別
に
見
る
と
、

２
０
２
５
年
度
は
全
区
分
で
減
少
と

し
た
。
持
家
は
19
・
７
万
戸
で
11
・

５
％
減
、
貸
家
は
31
・
５
万
戸
で
11

・
９
％
減
、
分
譲
住
宅
は
20
・
４
万

戸
で
11
・
３
％
減
を
見
込
む
。
い
ず

れ
も
前
年
度
の
駆
け
込
み
需
要
の
反

動
を
踏
ま
え
て
分
析
し
て
い
る
。

２
０
２
６
年
度
の
住
宅
着
工
戸
数

は
77
・
７
万
戸
と
、
前
年
度
比
７
・

６
％
増
加
に
転
じ
る
と
し
た
。
住
宅

価
格
の
高
騰
や
展
示
場
来
場
者
数
の

伸
び
悩
み
、
住
宅
ロ
ー
ン
金
利
上
昇

中
東
情
勢
の
緊
迫
化

で
石
化
原
料
な
ど
の
供

給
不
安
が
強
ま
り
、
合

板
工
場
に
よ
っ
て
は
接

着
剤
の
調
達
量
が
４
月

か
ら
減
少
す
る
な
か
、

仮
需
を
含
め
国
産
合
板

の
引
き
合
い
が
急
速
に

強
ま
っ
て
い
る
。

市
場
の
需
要
増
に
対

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
実

績
に
応
じ
た
供
給
に
切

り
替
え
る
合
板
工
場
も

あ
る
一
方
、
追
加
で
稼

働
日
を
設
け
て
需
要
に

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も

今
後
の
接
着
剤
な
ど
の

供
給
動
向
が
不
透
明
な

針
葉
樹
合
板
は
、
イ
ラ

ン
攻
撃
に
伴
う
原
油
高
の

影
響
で
値
上
げ
ム
ー
ド
が

形
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
メ
ー
カ
ー
側
は
丸
太

の
不
足
や
採
算
性
の
問
題

か
ら
生
産
調
整
と
コ
ス
ト

転
嫁
を
進
め
る
も
、
実
需

不
足
か
ら
難
航
し
て
い
た
。

だ
が
、
接
着
剤
な
ど
の
高

騰
や
供
給
不
足
が
顕
在
化

し
た
こ
と
で
原
産
は
避
け

ら
れ
な
い
情
勢
と
な
り
、

基
調
は
一
変
し
た
。
流
通

名
古
屋

こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
。

針
葉
樹
構
造
用
合
板
の

首
都
圏
の
中
心
相
場
は
３

月
半
ば
ま
で
低
水
準
の
居

所
だ
っ
た
。
だ
が
、
同
月

下
旬
か
ら
４
月
に
か
け
て

市
場
で
調
達
の
動
き
が
加

速
し
、
相
場
が
底
上
げ
さ

れ
た
。

国
産
針
葉
樹
塗
装
型
枠

合
板
で
も
、
台
板
の
生
産

が
減
っ
て
い
る
合
板
工
場

が
あ
る
。
板
面
の
塗
料
が

値
上
が
り
し
て
い
る
う
え
、

製
造
ラ
イ
ン
を
洗
浄
す
る

シ
ン
ナ
ー
も
不
足
、
値
上

が
り
す
る
な
ど
、
生
産
現

場
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
影

響
が
出
て
い
る
。

国
内
合
板
メ
ー
カ
ー
は
、

イ
ラ
ン
攻
撃
以
前
の
２
月

ご
ろ
か
ら
不
採
算
改
善
の

た
め
の
値
上
げ
を
唱
え
始

め
て
い
た
。
こ
れ
に
接
着

材
の
強
含
み
傾
向
や
減
産

に
よ
る
コ
ス
ト
上
昇
な
ど

が
加
わ
っ
て
い
る
状
況
で
、

大
手
を
中
心
に
５
月
出
荷

・
到
着
分
か
ら
値
上
げ
を

掲
げ
て
い
る
。

で
は
仮
需
の
動
き
が

出
て
お
り
、
「
合
板

と
断
熱
材
は
過
剰
な

ぐ
ら
い
問
い
合
わ
せ

が
あ
る
」
（
問
屋
）

と
の
話
も
聞
か
れ
る
。

同
業
者
間
で
資
材
の

融
通
や
情
報
交
換
を

密
に
対
応
し
て
い
る

が
、
先
行
き
が
見
通

せ
な
い
た
め
不
安
が

広
が
っ
て
い
る
。

主
要
価
格
は
、
構

造
用
３
×
６
判
12
㍉

厚
は
強
基
調
と
な
っ

て
い
る
。
同
24
、
28

㍉
厚
も
強
基
調
で
推

移
し
、
先
行
き
の
供

給
減
少
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

管
柱
は
強
基
調
が
続
く
。
接

着
剤
不
足
か
ら
先
行
き
の
供

給
不
安
が
顕
在
化
し
、
買
い

急
ぐ
需
要
家
が
出
て
い
る
。

同
Ｋ
Ｄ
間
柱
も
強
含
み
が
続

く
。
国
産
材
で
は
、
杉
間
柱

は
外
材
か
ら
の
転
換
に
よ
り

引
き
合
い
が
増
え
、
流
通
量

も
少
な
い
た
め
強
含
み
で
推

移
し
て
い
る
。
一
方
の
桧
Ｋ

Ｄ
土
台
は
住
宅
需
要
の
不
振

を
受
け
て
弱
含
み
と
な
っ
て

い
る
。

問
屋
か
ら
は
「
接
着
剤
不

足
に
よ
る
メ
ル
ク
シ
パ
イ
ン

集
成
フ
リ
ー
板
の
受
注
停
止

や
、
合
板
や
断
熱
材
な
ど
の

調
達
難
航
が
住
宅
着
工
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
る
の
で
は

」
と
い
っ
た
報
告
が
あ
っ
た
。

値下げ 横ばい 値上げ表示説明

ラワン薄ベニヤ ・ ・ ・

市況状況 ラワン構造用12㎜ ・ ・ ・

針葉樹12㎜3×6 ・ ・ ・



日
本
木
材
総
合
情
報
セ

ン
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｗ
Ｉ
Ｃ
）

が
４
月
22
日
に
公
表
し
た

「
４
月
の
木
材
価
格
・
需

給
動
向
」
に
よ
る
と
、
米

国
材
は
丸
太
の
入
荷
量
が

減
少
。
欧
州
材
製
材
品
は

入
荷
量
と
出
荷
量
が
増
加

す
る
見
通
し
だ
。

価
格
は
、
丸
太
で
は
米

松
の
卸
売
価
格
が
上
昇
。

製
材
品
で
は
米
松
平
角
と

欧
州
産
全
般
で
上
昇
傾
向

が
見
ら
れ
る
。
構
造
用
集

成
材
、
国
産
合
板
に
つ
い

て
も
値
上
げ
が
進
ん
で
い

る
。国

産
材
は
、
栃
木
県
で

の
共
販
所
へ
の
原
木
入
荷

が
順
調
に
推
移
。
杉
は
３

㍍
柱
材
・
４
㍍
中
目
材
の

引
き
合
い
が
弱
く
、
値
下

が
り
傾
向
に
あ
る
。
桧
は

３
㍍
柱
材
が
小
反
発
し
値

上
が
り
し
て
い
る
。
群
馬

県
で
は
原
木
入
荷
も
順
調

で
、
杉
・
桧
共
に
原
木
在

庫
は
５
割
増
し
と
潤
沢
。

工
場
で
は
受
注
を
絞
る
ほ

ど
注
文
が
多
い
。
イ
ラ
ン

情
勢
に
よ
り
、
乾
燥
用
の

灯
油
や
運
搬
用
ト
ラ
ッ
ク

の
軽
油
が
値
上
が
り
し
て

い
る
。

米
材
は
、
カ
ナ
ダ
の
製

材
工
場
が
減
産
・
操
業
停

止
し
、
原
木
伐
採
が
低
調
。

日
本
向
け
は
需
要
に
応
じ

て
供
給
す
る
姿
勢
で
過
不

足
感
は
な
く
、
産
地
価
格

も
あ
る
程
度
維
持
さ
れ
て

い
る
。
３
月
の
東
京
木
材

埠
頭
の
米
材
製
品
入
荷
は

前
月
比
１
０
２
・
１
％
の

大
幅
増
、
出
荷
は
同
11
・

６
％
増
、
在
庫
は
同
１
・

２
％
増
と
な
っ
た
。

欧
州
材
は
、
丸
太
や
原

油
価
格
の
上
昇
で
値
上
げ

局
面
に
転
じ
て
い
る
。
間

柱
類
は
５
、
６
月
積
み
か

ら
値
を
戻
し
、
円
安
も
あ

っ
て
コ
ス
ト
が
確
実
に
上

が
る
見
込
み
。
集
成
材
は

大
手
集
成
材
メ
ー
カ
ー
が

４
月
以
降
、
主
力
商
品
の

値
上
げ
を
発
表
し
た
。
中

東
情
勢
の
影
響
を
受
け
た

欧
州
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
も
一

斉
値
上
げ
に
踏
み
切
っ
て

い
る
。
北
洋
材
は
冬
の
伐

採
量
減
少
に
よ
り
、
日
本

向
け
生
産
が
減
少
し
て
い

る
。合

板
は
、
中
東
情
勢
の

不
安
定
さ
か
ら
接
着
剤
不

足
と
な
っ
て
お
り
、
受
注

制
限
が
か
か
っ
て
い
る
。

国
産
合
板
で
は
さ
ら
な
る

値
上
げ
と
減
産
が
見
込
ま

れ
る
。
輸
入
合
板
も
船
舶

の
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の

適
用
や
コ
ン
テ
ナ
不
足
な

ど
の
影
響
を
受
け
、
コ
ス

ト
高
と
入
荷
減
少
が
予
想

さ
れ
る
。

構
造
用
集
成
材
は
、
ラ

ミ
ナ
で
は
イ
ラ
ン
情
勢
の

影
響
は
な
く
入
荷
量
・
在

庫
量
と
も
に
十
分
だ
が
、

Ｗ
ウ
ッ
ド
ラ
ミ
ナ
は
高
騰
に

よ
る
不
足
感
が
あ
る
。
一
方
、

ホ
ル
ム
ズ
海
峡
封
鎖
に
よ
り

接
着
剤
を
は
じ
め
と
し
た
副

資
材
の
高
騰
が
予
想
さ
れ
る
。

市
売
問
屋
は
、
外
材
製
品

の
値
上
げ
機
運
に
よ
り
、
国

産
材
構
造
材
の
角
材
を
中
心

に
受
注
が
堅
調
と
な
っ
て
い

る
。
た
だ
、
地
場
工
務
店
に

ま
と
ま
っ
た
仕
事
が
な
い
た

め
引
き
合
い
は
多
く
な
い
。

外
材
で
は
Ｗ
ウ
ッ
ド
集
成
管

柱
、
Ｒ
ウ
ッ
ド
集
成
平
角
、

米
松
Ｋ
Ｄ
平
角
が
値
上
が
り

し
て
お
り
、
当
用
買
い
が
続

く
。
造
作
材
は
リ
フ
ォ
ー
ム
、

非
住
宅
・
店
舗
用
の
杉
の
枠

材
・
羽
目
板
の
出
荷
が
順
調

だ
。

３
月
新
設
住
宅
着
工
戸

数
（
国
交
省
発
表
）
は
６

万
３
４
９
５
戸
（
前
年
同

月
比
29
・
３
％
減
）
で
５

カ
月
連
続
の
減
少
だ
っ
た
。

２
０
２
５
年
３
月
が
建
築

基
準
法
改
正
前
の
駆
け
込

み
で
大
幅
増
だ
っ
た
影
響

を
受
け
、
26
年
３
月
の
減

少
幅
が
大
き
く
な
っ
た
。

３
月
単
月
と
し
て
も
総
戸

数
が
過
去
10
年
で
最
低
と

な
る
な
ど
、
低
水
準
の
実

績
。
25
年
度
累
計
は
、
71

万
１
１
７
１
戸
（
前
年
度

比
12
・
９
％
減
）
。
１
９

６
２
年
度
の
60
万
３
０
９

０
戸
以
来
の
低
水
準
と
な

っ
た
。

３
月
実
績
は
、
総
戸
数

が
６
万
３
４
９
５
戸
（
前

年
同
月
比
29
・
３
％
減
）

で
過
去
10
年
で
最
低
、
持

ち
家
が
１
万
６
６
５
９
戸

（
同
27
・
４
％
減
）
で
同

９
番
目
、
貸
家
が
２
万
７

６
７
８
戸
（
同
35
・
２
％

減
）
で
同
８
番
目
、
分
譲

住
宅
が
１
万
８
５
３
０
戸

（
同
21
・
７
％
減
）
で
同

最
低
だ
っ
た
。
分
譲
住
宅

の
う
ち
、
分
譲
マ
ン
シ
ョ

ン
は
７
４
６
３
戸
（
同
30

・
９
％
減
）
で
同
最
低
、

戸
建
て
分
譲
は
１
万
８
０

６
戸
（
同
14
・
１
％
減
）

で
同
９
番
目
だ
っ
た
。
戸

建
て
分
譲
は
６
カ
月
ぶ
り

の
減
少
。

ま
た
、
戸
数
の
減
少
に

伴
い
、
新
設
住
宅
床
面
積

も
４
８
６
万
６
０
０
０
平

方
㍍
（
同
29
・
０
％
減
）

と
大
幅
に
減
少
し
た
。

25
年
３
月
が
法
改
正
前

の
駆
け
込
み
で
大
幅
に
着

工
が
増
え
て
い
た
こ
と

に
加
え
、
26
年
の
住
宅

市
場
が
低
調
で
３
月
実

績
が
低
迷
し
た
た
め
、

減
少
幅
が
大
き
く
な
っ

て
い
る
。
足
元
で
は
中

東
情
勢
不
安
に
起
因
す

る
資
材
価
格
や
調
達
へ

の
懸
念
が
広
が
っ
て
い

る
が
、
３
月
着
工
に
つ

い
て
は
中
東
情
勢
の
影

響
は
住
宅
会
社
か
ら
指

摘
さ
れ
て
い
な
い
。

都
市
圏
別
で
も
、
三

大
都
市
圏
、
そ
の
他
地

域
す
べ
て
で
、
総
戸
数
、

持
ち
家
、
貸
家
、
分
譲

住
宅
い
ず
れ
も
大
幅
に

減
少
し
た
。
特
に
貸
家

の
減
少
幅
が
大
き
い
が
、

こ
れ
は
都
市
部
を
中
心

と
し
て
フ
ァ
ミ
リ
ー
向

け
物
件
が
増
加
傾
向
に

あ
り
、
１
戸
あ
た
り
の

専
有
面
積
が
大
き
く
な

る
分
、
１
棟
あ
た
り
の

戸
数
が
減
っ
て
い
る
こ

と
も
影
響
し
た
。

木
造
住
宅
も
３
万
７

８
８
３
戸
（
同
26
・
９

％
減
）
と
減
少
し
た
。

木
造
率
は
59
・
６
％
（

前
月
比
０
・
１
㌽
増
）

で
、
着
工
全
体
が
減
る

な
か
で
木
造
化
の
流
れ

は
続
い
て
い
る
。

25
年
度
累
計
の
71
万

１
１
７
１
戸
は
、
直
近

20
年
で
は
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
後
の
09
年
度

77
万
５
２
７
７
戸
を
下

回
る
最
低
限
実
績
。
統

計
開
始
以
降
で
１
９
６

２
年
度
の
60
万
３
０
９

０
戸
に
次
ぐ
低
水
準
と

な
っ
た
。

名
古
屋
地
区
で
は
、
季

節
要
因
や
合
板
用
材
需
要

停
滞
で
国
産
材
原
木
が
一

部
で
値
下
が
り
し
て
い
る
。

た
だ
、
住
宅
需
要
の
停
滞

か
ら
国
産
材
製
品
は
弱
含

み
だ
。
一
方
、
採
算
改
善

や
接
着
剤
の
価
格
高
騰
・

供
給
不
安
か
ら
、
集
成
材

は
値
上
が
り
が
進
む
見
通

し
。
針
葉
樹
合
板
は
、
同

様
の
理
由
で
仮
需
が
発
生

し
て
い
る
。

国
産
材
原
木
は
例
年
通

り
山
か
ら
の
原
木
出
荷
が

減
少
し
、
地
区
内
の
原
木

市
場
や
森
林
組
合
は
合
板

用
材
の
供
給
が
減
っ
て
並

材
価
格
が
下
が
っ
た
と
い

う
。
中
東
情
勢
悪
化
を
理

由
に
、
林
業
機
械
に
使
用

す
る
燃
料
や
潤
滑
油
の
不

足
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

国
産
材
製
品
は
中
東

情
勢
の
緊
迫
化
を
受
け

た
見
込
み
買
い
の
動
き

が
見
ら
れ
た
が
、
直
近

は
新
規
の
納
材
が
止
ま

っ
た
と
い
う
声
も
。
今

後
は
、
木
材
以
外
の
資

材
不
足
に
起
因
す
る
住

宅
着
工
の
遅
れ
の
深
刻

化
が
予
想
さ
れ
る
。
一

部
で
は
、
桧
・
杉
と
も

に
３
㍍
材
の
調
達
が
難

し
い
と
話
す
製
材
工
場

も
あ
る
。

欧
州
材
製
品
は
不
足

は
な
い
も
の
の
、
集
成

材
は
今
後
も
値
上
げ
が

進
む
見
通
し
。
Ｗ
ウ
ッ

ド
間
柱
は
、
集
成
材
に

比
べ
る
と
値
上
が
り
は

緩
や
か
に
な
る
見
通
し

だ
が
、
現
状
の
売
価
は

コ
ス
ト
に
見
合
っ
て
い

な
い
。
Ｗ
ウ
ッ
ド
集
成

管
柱
と
Ｒ
ウ
ッ
ド
集
成

平
角
を
扱
う
流
通
関
係

者
は
、
資
材
不
足
に
よ

る
納
材
遅
れ
を
危
惧
し
、

再
度
の
値
上
が
り
見
通

し
を
示
し
て
い
る
。

米
材
輸
入
製
品
は
、

プ
ラ
イ
ス
リ
ー
ダ
ー
の

国
内
挽
き
大
手
の
値
上

げ
に
連
動
す
る
形
で
平

角
が
前
月
値
上
が
り
し

た
が
、
Ｋ
Ｄ
タ
ル
キ
・

根
太
は
競
合
材
の
多
さ

や
割
高
感
か
ら
弱
含
み
。

国
産
針
葉
樹
構
造
用

合
板
は
、
接
着
剤
の
高

騰
や
供
給
不
足
の
顕
在

化
で
減
産
が
不
可
避
な

情
勢
だ
。
こ
れ
を
受
け

た
仮
需
も
発
生
し
て
お

り
、
価
格
は
強
基
調
。

国
交
省
は
４

月
13
日
付
で
、

中
東
情
勢
の
悪

化
に
伴
い
建
築

資
材
の
供
給
不

足
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、

建
築
基
準
法
に

基
づ
く
完
了
検

査
を
柔
軟
に
運

用
す
る
よ
う
指

定
確
認
検
査
機

関
等
へ
通
達
を

発
出
し
た
。
建

築
資
材
の
変
更

が
「
軽
微
な
変

更
」
に
該
当
す

る
場
合
は
、
完

了
検
査
申
請
書

に
変
更
内
容
が

記
載
さ
れ
て
い
る
こ

と
を
確
認
し
、
完
了

検
査
を
速
や
か
に
行

う
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
特
に
断
熱
材
に

つ
い
て
は
、
外
皮
の

熱
貫
流
率
等
が
増
加

し
な
い
範
囲
で
、
発

泡
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
系

か
ら
無
機
繊
維
系
や

木
質
・
天
然
繊
維
系

へ
変
更
す
る
場
合
は

「
軽
微
な
変
更
」
に

該
当
す
る
た
め
、
省

エ
ネ
確
保
計
画
の
変

更
手
続
き
は
不
要
と

な
る
点
に
つ
い
て
も

言
及
し
た
。
一
部
の

設
備
等
が
未
設
置
の

ま
ま
工
事
が
完
了
す

る
場
合
の
取
り
扱
い

は
、
「
完
了
検
査
の

円
滑
な
実
施
に
つ
い

て
」
を
参
考
に
す
る

よ
う
呼
び
掛
け
た
。


